
事業の成果

　ふれあい祭りを通して、町民同志が交流し、その交流により、まちづくりに対する意識
の向上が育まれ、地域コミュニティの活性化の一助となった。
　更には、普段会わない方たちとの出会いにより、思い出話に花が咲き、憩いの場とも
なっていた。

   町民が企画・参画して楽しめる祭りとして、また、地域コミュニティの活性化を図る
事業として、１１月８日から９日までの期間、ふれあい祭りを開催した。  『ふれあい
ゲートボール』を楠川公園グラウンド、『川古の大楠ライトアップ』を大楠公園、『ふれ
あい展覧会』や『ミニミニわかきっ子フェスタ』、『ふれあい市場』、『ふれあいステー
ジ』を若木小学校体育館内外で開催した。
展覧会の出品数：４０６点（出品者２４２人）
２日間の来場者数：約１，０００人
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事業の時期

　令和７年７月　～　１１月

事業の目的

   町民が参画しながら、同時に楽しむ祭りとして開催し、町内外との交流を図る。
　また、地域コミュニティの活性化を図る。

事業内容及び参加人数等

事業名

若木町ふれあい祭り


